
令和５年度学校評価報告書 

１ 本年度の重点目標 

(1)基礎学力の定着を図り、自ら学ぶ意欲を育てる。 

(2)自らを律する心を育て、礼節を重んずる生活習慣の確立を図る。 

(3)自らを鍛え、健康で豊かな思いやりのある社会人の資質を育てる。 

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

学習経営 

・「学校生活は楽しい」「本校に入学して良かっ

た」という質問に対し、肯定的な選択をした生徒

の割合が向上した。概ね学校生活に満足している

と判断できる。 

・「下川商通信」を毎回読んでいない生徒の比率

が多い。 

・校内の冷暖房に関する要望があり、学習環

境の維持、整備の評価がポイントを下げた。

生徒の活躍の様子が学校だより、学校ホーム

ページ、新聞記事から伝わっている。情報の

発信を今後も期待している。 

改善方策 

・目標設定を明確にし、教育活動の中で自己肯定感を高めながら、達成感や充実感を味わい、日

々の成長を感じられるような学校づくりに努める。 

・「下川商通信」の配付方法を工夫し、より広く情報が伝わるよう努める。 

・校内の冷暖房については、ソフト面での対応に努める。 

教科指導 

 

・教科指導については全ての項目で前年度よりも

ポイントが向上した。特に、「学力が向上してい

る。」、「先生は生徒を公平に評価してい

る。」、「家庭で毎日勉強している。」が向上し

ており、達成感や充実感を実感していることが判

断できる。「校外で学習したり、地域の人に来て

もらって学習することは楽しい」、「資格取得」

についてもポイントが高く地域連携や資格取得へ

向けた学習の成果を実感していることが判断でき

る。 

・本校の地域社会に貢献することの意義や喜

びを改めて生徒へ醸成するとともに、地域の

イベントやボランティア活動を通して、地域

住民の方から生徒へ感謝の気持ちが伝えられ

るような場面づくりをこれからも期待してい

る。 

・「資格取得」や「学力の向上」についても

より一層の結果につながるよう期待してい

る。 

 

改善方策 

・企業等と連携した地域社会の活性化（商品開発等）を図るとともに、生徒に地域社会の発展・

充実に貢献することの意義や成果を今後も実感させるよう工夫に努める。 

・ICT機器やBYOD端末を有効に活用した教育活動に努める。 

生徒指導 

・「相談事や悩みなど気軽に先生に相談できる」

の質問に対し、生徒の評価平均が微減した。個に

応じた対応がより一層必要であると判断できる。 

・全教職員での教育相談が設定されるなど、

生徒の悩み等を相談する体制づくりができて

いる。今後も生徒の安全確保に向けた指導を

期待している。 

・元気なあいさつができるように期待をして

いる。 

改善方策 

・引き続き、教育相談週間を設け、教員が生徒の情報共有を図るとともに、生徒が悩み等を相談

しやすい環境づくりを行うとともに、生徒のわずかな変化を見逃さずに迅速かつ適切に指導がな

されるよう努める。 

進路指導 

・「自分の適性や希望を生かした進路指導が行わ

れている」の質問に対して生徒・保護者の平均評

定は概ね高く、きめの細かい指導ができていると

判断できる。また「就業体験学習やボランティア

活動などは進路決定に役立っている」との質問に

対して全ての平均評定が概ね高いことから体験学

習の意義や役割が浸透していると判断できる。 

・今後も進路決定率維持に努め、生徒の多様

な進路に対応する学校であることを期待して

いる。 

 

改善方策 
・引き続き、生徒のキャリア形成につながる効果的な指導を行うとともに、地域と連携した進路

活動に努める。 

 


